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SDGs 体験プログラム企画運営業務公募型プロポーザル 評価基準 

 

１．評価の項目と視点と配点 

審査は、第１次審査として書面審査、第２次審査としてプレゼンテーション及び質疑

応答を行うこととし、各審査における評価項目と配点は下記のとおりとする。 

【表１】 

 項 目 視 点 配 点 

① 
業務目的の

理解度 
・業務目的・内容を十分に理解しているか。 ５０ 

② 

企画提案 

内容 

・目標参加者数「2 日間で延べ 400 名」を達成できるような多

くの集客が期待できる内容となっているか。 
７０ 

③ 
・提案者ならではの強みが活かされ、参加者が SDGs について

楽しみながら、学べる内容となっているか。 
６０ 

④ 
・SDGs の要素のある提案か。 

・市民の SDGs に対する理解を深める内容となっているか。 
１００ 

⑤ 
・体験を通して、市民の意識や行動の変化を促し、持続的なSDGs

の理解・実践につながる仕掛けや工夫があるか。 
６０ 

⑥ ・事業実施におけるスケジュールは適正か。 １０ 

⑦ 
・運用変更等が生じた場合に柔軟に対応できる内容ｐとなって

いるか。 
１０ 

⑧ 

・プログラム実施にあたり、十分な安全対策が図られているか。 

・レクリエーション保険に加入するなど、安心したイベント実

施体制がとられているか。 

２０ 

⑨ 
業務実施 

体制 

・業務遂行上、必要な知識と実績を有する職員が配置されてお

り、業務の遂行に必要な人員等実施体制が整っているか。 
４０ 

⑩ 業務実績 ・同様・類似業務の実績があるか。また、成果を上げているか。 ５０ 

⑪ 
見積価格の

妥当性 
・提案内容に対して妥当な額か。 ３０ 

  合計 ５００ 
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２．各評価項目の採点方法について 

⑴ ①～⑨の採点方法 

上記【表１】に記載した評価項目について、企画提案書、企画提案プレゼンテーシ

ョンの内容により評価を行う。 

なお、各項目の採点にあたっては、下記【表２】のとおり５段階（Ａ～Ｅ）で評価

し、その点数は配点×評価係数とする。 

 

【表２】 

評価基準 
Ａ：大変優れ

ている 

Ｂ：優れてい

る 
Ｃ：普通 

Ｄ：劣ってい

る 

Ｅ：大変劣

っている 

評価係数 １００％ ８０％ ６０％ ４０％ ２０％ 

 

⑵ ⑩の採点方法 

「SDGs 体験プログラム企画運営業務公募型プロポーザル 実施要領」に記載した提案限

度額により、「見積書」に記載された見積価格の評価を行う。 

なお、見積価格の採点にあたっては、次の計算式により点数を算出する。 

 

「⑩」＝３０点×（全提案中の最低見積額／見積額） 

        ※小数点以下第２位を四捨五入 

 

 

 


